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今
年
度
は
感
染
予
防
を
考
慮
致
し
ま
し

た
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
さ
つ
ま

芋
掘
り
大
会
」
を
秋
頃
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
自
然
の
恵
み
に
感
謝
を
し
、
皆
様

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
時
間
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
内
の
皆
様
に
は
「
美
化
運

動
」・「
資
源
回
収
」・「
植
栽
活
動
」
な
ど

に
お
い
て
毎
回
多
数
の
参
加
を
頂
き
、
役

員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

も
一
緒
に
体
験
し
て
い
ま
す
。
境
内
で
は

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
や
消
火
器
で
初
期
消
火

の
訓
練
な
ど
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情
で
す
。

　

普
段
で
も
会
館
使
用
は
頻
繁
で
、
大
正

琴
グ
ル
ー
プ
・
輪
投
げ
同
好
会
・
健
康
体

操
教
室
・
カ
ラ
オ
ケ
会
・
小
地
域
活
動
う

め
組
な
ど
の
予
約
で
、
会
館
は
フ
ル
回
転

　

鍋
一
町
会
の
会
館
「
熊
川
明
神
会
館
」

は
熊
川
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
。
神
社
の

歴
史
は
古
く
、
慶
長
二
年
に
造
ら
れ
た
よ

う
で
、
今
日
、
東
京
都
の
指
定
有
形
文
化

財
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
歴
史
の
あ
る
神
社
の
一
角
で
町
会
行
事

の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
が
議
論
さ
れ
町
会
を

動
か
し
て
い
ま
す
。

　

町
会
行
事
で
一
番
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
盛
り
上
が
る
の
は
「
夏
祭
り
」
で
し
ょ

う
。
神
輿
や
山
車
は
こ
の
神
社
で
巡
行
の

安
全
祈
願
を
済
ま
せ
、
出
陣
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
で
は
、
鍋
ヶ
谷
戸
交
差
点
の
「
元

気
広
場
」
に
熊
川
地
区
の
五
団
体
の
山

車
、
神
輿
が
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
武

の
競
り
合
い
が
行
わ
れ
ま
す
。
気
合
の
入

っ
た
演
武
は
正
に
一
見
の
価
値
が
充
分
に

あ
り
ま
す
。

　

運
動
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
会
が

一
体
に
な
っ
て
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
一

日
を
楽
し
み
「
く
じ
引
き
」
で
お
開
き
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
築
六
十
年
の
会
館
を
使
用
し

て
の
自
主
防
災
研
修
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い

「
応
急
救
護
」
の
訓
練
な
ど
、
小
中
学
生

小道のさりげない植栽 感染症対策グッズを配布 可搬ポンプ訓練の様子

スタンドパイプによる初期消火訓練

笑顔で町内運動会 (平成30年)

会館で応急救護訓練 (令和元年)

夏祭りの演武の競り合い (平成30年)

にぎわい
に
ぎ
わ
い
の
本
拠
地

　
　
熊
川
明
神
会
館

② 

鍋
ヶ
谷
戸
第
一
町
会

会
長
　
清
水
　
喜
久
雄

で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
先
人
達
の
残
し
た
功
績
に

深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
上
げ
、
今
後
も
鍋

一
町
会
の
発
展
に
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
町
会
未
加
入
の
皆
様
、
是
非

と
も
加
入
の
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。


